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応用数学
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したがって,
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12 + 1 -8 -4 -6 + 4 =-1
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(3)右から, A→を両辺にかけると,

X = 1AIBA→

となるので,
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ア

イ 0 く個く 2π,0 く y く 2πにおいて九(",y)
果より,

九(ω, y)=一■inω, ji(Z, y)

ウ

とおくと,

0鴫y (0 <"< 2π,0 く y く 2π)

より,

⑭,ω=(・,1),(・,;・)

H@,め= j如@,ωjw@,め一 jむ@,ω

f加@,扮=-00龍, jw@,V)= 0, jw@,ω

H(ω,め= COSωSiny^

ここで, H←,刃

ル@,ω

より,@,y)

②

-1< 0 より,@,ω=(π,刃で極値をとらない。一方,

0が成立するのは,アの結

←,;力で極小値-2をとる。

ア

イ. U = 2"- y,"= 2即十 y とおく。このとき, j(U,")
用いることで,

1 工、^h =[-10g(f + 1)1 =-1082

変数変換をーであるので,
4

Ijl(4f 一ず)h卿= il 、d、1 "h=0

0>1)九0>1)π
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(1)π回(n竺3)操作を繰り返すとき,π回の玉の出し方の総数は3"であることに注意
する。

ア.3回操作を繰り返し,取り出した3個の玉の色が1種類である取り出し方は,どの

同じ色が出るかの3通りであるので,
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イ.3種類の色から2種類の色を選ぶ組み合わせの総数は3C2であり,その2種類の色

の内の一方の色が3回の内のどこで1回または2回出るかを考えれぱよいので,

3C2 ×(3CI+3C2) 2

ウ アとイより,余事象を考えると, r3
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311

アとイと同様に考えると,

q3

である。よって,2九

P3 + 2q3 + 3r3

P12

である。よって, Xの期待値は
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ΣD,ck に注意して,余事象を考えると,
k=0
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1 十Σ二 12Ck
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- P12 - q12

②

ア. y ヲι 0 のとき,
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3C2ΣD12Ck Σ二12Ck
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k=1

この両辺をωで積分し,整理すると,

y = C■一'(C ヲιの

を得る。また, y=0も微分方程式を満たす。よって,一般解は

V = C.ー'(C は任意定数)
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dy
=-y

を満たすので,アより, y= C.ー"(Cは任意定ぎ幻を得る。ここで,この両辺を.で積
分し,整理すると,求める一般解は

y = cle-'十 C2 (cbC2は任意定数)

yとおくと, yは
如
h


